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今
回
の
旅
に
つ
い
て
は
、
全
国

旅
行
支
援
の
対
象
と
な
っ
た
た
め
、

宿
泊
費
が
一
人
当
た
り
４
千
数
百 

円
の
割
引
き
と
、
地
域
ク
ー
ポ
ン
券
３
千 

円
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
経 

費
の
面
で
は
、
大
助
か
り
で
し
た
。 

                     

                           
 
 
 
   

 
 
  

   

                

 

              

 

今
回
の
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
な
い

状
況
の
中
で
、
宿
の
送
迎
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス

が
減
少
し
た
中
で
、
全
般
に
料
金
が
高
騰
し

て
い
る
中
で
、
白
寿
会
と
し
て
は
大
き
な
決

断
で
早
め
に
実
施
を
決
め
ま
し
た
。 

 

幸
い
な
こ
と
に
、
旅
行
実
施
を
決
め
た

後
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
ら
ず
、
一
方
で
は
全
国
旅
行
支
援
の
実

施
決
定
も
あ
り
、
今
回
の
旅
行
は
幸
運
に
恵

ま
れ
て
、
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

旅
行
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
有
明
フ
ェ
リ

ー
の
船
旅
を
加
え
、
島
原
半
島
を
ぐ
る
り
一

周
す
る
コ
ー
ス
な
ど
、
工
夫
を
し
ま
し
た
。 

旅
行
当
日
は
晴
天
で
、
11
月
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
暖
か
く
、
穏
や
か
な
日
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
夜
、
海
辺
の
宿
の
部
屋
か
ら
、
有

明
海
に
上
る
満
月
に
も
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
白
寿
会
旅
行
も
、
事
故
も
な
く
全

員
無
事
に
２
日
間
、
楽
し
く
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
次
の
機
会
に
も
、
良
い
旅
を
企
画

し
、
多
く
の
会
員
の
参
加
を
待
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。 

（
旅
の
記
録
は
裏
面
に
あ
り
ま
す
。） 

 
下
大
利
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

白

寿

会

だ

よ

り
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 ２月２月２月のの 

１２ 月 の 古 紙 回 収 

１２月  ２３日（金） １０時～ 

今年も最後の古紙回収となりました。 

第4金曜日です。 

白寿会で古紙回収を始めて10年余、

雨に降られて中止となったことなし。 

今年の最後も、そしてこれからず～と、 

雨に降られませんように。 

 

   

 

 12 月誕生会 12月 16日（火） 

 

10：00  ファミマ下大利店前 バスで出発 

10：30～ 館長講演『大宰府について』 

11：30～ 誕 生 会   12：00～ 特 別 展 見学 

13：00～ 食 事（市役所食堂にて） 

14：10  バスで 市役所 出発  → 下大利着 

 申込み・10月３日まで  当日朝 遅れないように‼ 
◎今年最後の共同募金のチャンス、こちらもよろしく。 

大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会 

中
央
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

  

中
央
地
区
６
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
60

名
、
12
チ
ー
ム
が
参
加
。
２
つ
の
パ
ー
ト

に
分
か
れ
て
、
各
６
チ
ー
ム
で
リ
ー
グ
戦

で
し
た
。
白
寿
会
か
ら
は
、
13
名
が
参
加
。 

会
場
で
は
４
つ
の
コ
ー
ト
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

試
合
の
結
果
は
、
下
大
利
Ａ
（
女
性
５

名
）
が
Ａ
パ
ー
ト
２
位
、
混
成
チ
ー
ム
（
下

大
利
女
性
３
名
含
む
）
が
Ｂ
パ
ー
ト
２
位

と
、
今
回
も
好
成
績
。 

白
寿
会
男
性
５
人
の 

下
大
利
Ｂ
チ
ー
ム
は
Ｂ 

パ
ー
ト
の
５
位
と
、
残 

念
で
し
た
。 

 

出
場
の
皆
さ
ん
、
お 

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

心のふるさと館へ マイクロバスで往復します 

 

12
月
誕
生
会
は 

 
 

大
野
城
市
心
の
ふ
る
さ
と
館
へ 

 

９
月
の
誕
生
会
で
「
ふ
る
さ
と
館
」
へ

行
く
計
画
を
し
ま
し
た
が
、
台
風
来
襲
の

た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
改
め
て
、

前
回
と
同
じ
内
容
で
実
行
し
ま
す
。 

 

予
定
の
時
間
等
は
下
記
の
と
お
り
で
す

が
、
社
協
の
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
参
加
者
を
決
め
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
遅
く
と
も
12
月
３
日

ま
で
に
参
加
さ
れ
る
方
は
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。参
加
費
は
い
つ
も
と
同
じ 500

円
。 

       

幸
運
と 

好
天
に
恵
ま
れ 

極
上
の
旅 

秋
の
研
修
旅
行 
楽
し
く
無
事
に 

南
島
原 

『
五
目
お
手
玉
』
大
会 

11/23 

御
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

12
月
３
日
に 
米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。 

白
寿
会
規
約
に
よ
り  

12
月
の
誕
生
会
で 

お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
す
。 

 
 

 下
大
利
区 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

11
月
20
日
、
区
民
70
名
余
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
白
寿
会
メ
ン
バ
ー
も

10
数
名
参
加
。
シ
ニ
ア
の
部
で
、
男
子
は
１

～
３
位
を
占
め
、
女
子
は
１
位
を
獲
得
。 

日
頃
の
練
習
の
賜
物
で
し
ょ
う
。 

大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会 

 

広
報
部 

講
演
会 

12
月
13
日
10
時
～ 

 
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

講
師 

佐
竹
孝
之
氏 

 

『
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
』 
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白
寿
会 

秋
の
研
修
旅
行
（
11
月
７
～
８
日
） 

 
今
回
の
目
的
地
は
南
島
原
、
原
城
温
泉

と
原
城
址
。 

 

11
月
７
日
、
朝
８
時
、
26
名
を
乗
せ

た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
下
大
利
を
出
発
。 

 

10
時
40
分
、
長
洲
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー

で
島
原
半
島
へ
渡
る
。 

 

平
成
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
島
原
素

麺
工
場
、
有
馬
キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記
念
館

を
見
学
し
て
、
海
岸
す
ぐ
そ
ば
に
建
つ
お

宿 

原
城
温
泉
真
砂
へ
。 

 

二
日
目
、
宿
に
隣
接
す
る
原
城
址
を
、

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
付
き
で
見
学
。
島
原

半
島
の
海
岸
沿
い
を
巡
り 

な
が
ら
、
海
産
物
の
お
買 

い
物
、
千
々
石
観
光
セ
ン 

タ
ー
に
寄
っ
て
、
諫
早
か 

ら
高
速
道
を
通
っ
て
帰
着
。 

 
 

             

               
 

              

                                

              大
野
城
市
避
難
訓
練 

11/26 

 

避
難
訓
練
に
参
加
さ
れ 

た
方
々
、
ご
感
想
は
い
か 

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

 

緊
急
時
の
自
分
の
避
難
場
所
を
正
し
く

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

 

ぜ
ひ
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
市
の

配
布
資
料
で
、
あ
る
い
は
公
民
館
で
尋
ね

て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

白
寿
会
だ
よ
り
は
、
あ
な
た
の
ス
マ
ホ
で

も 

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す 

「
福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

」
ま
た
は

「
と
び
う
め
ク
ラ
ブ
福
岡
」
で
、
検
索
し

ま
す
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、

市
町
村
老
連
の
活
動→

大
野
城
市
と
た
ど

っ
て
、「
白
寿
会
だ
よ
り
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。一
度
、あ
な
た
の
ス
マ
ホ
で
、

覗
い
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。 

芙蓉俳句会  紙上句会 

兼題 「夜寒、秋の暮」 

か
け
布
団
一
枚
重
ぬ
夜
寒
か
な 

 
 
 

け
い
こ 

夕
刊
の
配
達
の
音
秋
の
暮 

便
り
な
き
友
思
い
出
す
秋
の
暮 

 
 
 

さ
よ
こ 

逝
き
し
父
母
想
ひ
果
て
な
し
秋
の
暮    

秋
の
暮
家
路
を
急
ぐ
子
等
の
声 

 
 
 

ま
さ
し 

夢
さ
む
る
寝
床
抜
け
出
す
余
寒
か
な 

田
舎
道
灯
火
点
々
秋
の
暮 

 
 
 
 
  

い
さ
お 

秋
の
暮
家
路
急
ぐ
や
背
丸
め 

目
の
覚
む
る
ベ
ッ
ド
き
し
め
く
夜
寒
か
な  

え
い
こ 

故
郷
に
思
ひ
を
馳
せ
し
秋
の
暮 

妻
逝
き
し
日
を
忘
れ
ゐ
し
秋
の
暮 

 
 

蒼 

水 

あ
り
が
と
う
蒲
団
に
感
謝
せ
し
夜
寒 

 

（
投
稿
）
南
島
原
の
旅 

行
っ
て
き
ま
し
た 

 

暦
の
上
で
は
立
冬
の
７
日
、
秋
晴
れ
の
早

朝
。
登
校
す
る
学
童
を
見
な
が
ら
、
我
が
満

席
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
出
発
。 

 

長
洲
港
か
ら
多
比
良
港
へ
の
フ
ェ
リ
ー

は
、
私
に
は
久
し
ぶ
り
の
船
旅
。
静
か
な
海

面
を
進
み
、
迎
え
る
よ
う
に
聳
え
立
つ
普
賢

岳
。
甲
板
の
風
も
心
地
好
い
。 

 

天
高
い
青
空
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
柿
、

木
々
の
緑
の
あ
ち
こ
ち
に
は
紅
葉
も
。 

 

素
麺
工
場
で
の
お
買
い
物
、
キ
リ
シ
タ
ン

記
念
館
の
展
示
に
残
虐
な
過
去
に
驚
き
も
。 

早
め
に
ホ
テ
ル
に
到
着
し
て
、
お
し
ゃ
べ

り
と
宴
会
。
海
を
見
下
ろ
す
大
き
な
窓
に

は
、
素
晴
ら
し
い
満
月
が
。
翌
朝
に
は
有
明

海
か
ら
昇
る
朝
日
を
見
る
。
同
室
の
友
と
二

人
だ
け
で
見
る
の
は
、
勿
体
な
い
ほ
ど
。 

原
城
跡
の
見
学
で
は
、
意
外
と
広
く
、
歩

い
て
回
っ
た
自
分
を
褒
め
た
い
。
ガ
イ
ド
さ

ん
の
説
明
で
、
二
百
五
十
年
の
歴
史
を
知

っ
て
、
改
め
て
び
っ
く
り
。 

歩
い
た
後
、
昼
食
の
ビ
ー
ル
が
お
い
し

か
っ
た
な
ぁ
ー
。 

人
間
生
き
て
い
れ
ば
、
楽
し
い
事
も
あ

る
よ
と
思
う
、
今
回
の
旅
で
し
た
。 

思
え
ば
、
元
気
な
男
性
軍
の
介
添
え
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
、
笑
い
と
思
い
出
多
い

二
日
間
。ほ
ん
と
う
に
感
謝
の
旅
で
し
た
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

次
回
も
参
加
で
き
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 

さ
か
い
さ
だ
こ 

原城址 天草四郎像の前で 全員集合 

ホークスのユニホームで万歳 

平成ネイチャーセンター 

有明海に 満月前夜の月が昇る 有馬キリシタン遺産記念館 

毎度おなじみの観光センター 加津佐町海岸の 

両子岩      有明フェリーで島原へ 


